
　

工事概要
●   推薦者　/　沖縄総合事務局

●   発注者　/　沖縄総合事務局　北部国道事務所

●   工事場所／金武町金武地内

●   工事内容／道路土工 一式
　　　　　　　　 地盤改良 一式
　　　　　　　   擁壁工 一式
　　　　　　　   カルバート工 一式
　　　　　　　   排水構造物工 一式
　　　　　　　   構造物撤去工 一式
　　　　　　　   仮設工 一式
　　　　　　　   舗装工 一式
　　　　　　　   縁石 一式
　　　　　　　   防護柵工 一式

●   工期／H29.11.16～R1..6.14

●   契約金額／\432,324,000
通常では熟練したオペレータが必要であるが、経験の浅いオペレータでも高い水準の品質・出来形・
出来栄えの仕上がりができた、ICT施工機械を使用することで、従来施工では12日間かかった施工
が、８日間で完了することができ４日間の施工短縮ができ、作業効率が向上し円滑に施工を行うこと
ができる。

大同建設株式会社

i-Constructionへの取り組み

工事説明
　本工事は、国道３２９号金武バイパス整備事業（延長５．６ｋｍ）の内、約220ｍの区間の道路改良で

ある。

　当該工事の目的は、バイパスの整備により急な坂道や急カーブを無くし、安全な交通が確保されス
ムーズな移動が可能になり、金武町市街地の交通安全の確保と交通渋滞を緩和し沿道の生活環境
の向上を図るため、2車線道路の全線開通に向け整備するものである。

　道路土工において、国土交通省が提唱する i-Constructionに基づき、ICTの全面的活用を図るた
め、起工測量、設計図書の照査、施工、出来形管理、検査及び工事完成図書や施工管理の記録及
び関係書類について3次元データを作成するICT活用工事であり、3次元設計データを基に路体・路床
盛土敷均し及び締固めをMCブルドーザ及びGNSSを用いた転圧締固め機械、法面整形ではMCバッ
クホウを使用することで従来の施工方法（丁張・巻出棒）の管理が不要になり作業の大幅な低減がで
る。

MCブル盛土敷均し状況
盛土転圧状況 MCBHによる法面整形

ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰによる出来形管理
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１.ＩＣＴ施⼯の全⾯活⽤

レーザースキャナーによる起工測量

ＩＣＴ機械による施⼯

ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰによる起⼯測量

MCブル始業前基地点確認 ＭＣブル盛土敷均し MGタイヤローラ

ＭＣバックホウ法面整形
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レーザースキャナーによる起工測量 レーザースキャナーによる起工測量
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施⼯中における⽇々の管理

出来形管理ヒートマップその日の転圧管理がリアルタイムに確認できる

盛土量進捗がリアルタイムに確認できる
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2.ＩＣＴ活⽤⼯事現場説明会開催

合同企業説明会 ICTの取組を紹介 実車体験

情報化施⼯の説明

実車体験説明 テレビ番組への情報撮影
テレビ番組への情報撮影

テレビ番組でICTの魅力を情報発信



【工事完成写真】

本工事は、生産性向上を目指しながら、
　　　　　　高品質な構造物を安全施工で構築し、令和元年６月に竣工しました。


